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3章  実験結果 

3.1 鋼材の断面積 

実験結果の整理にあたり、PC 鋼材の引張強さの算出に必要な断面積について定義する。 

PC 鋼棒は製造メーカーから公称断面積が提示されているが、リブや転造ねじ加工部分で

の破断も生じることから、公称断面積以外に破断後断面の実測値なども用いて、表-3.1 に

示す断面積を定義した。（断面積にかかる実測値については、参考資料参照のこと。） 

 

 

表-3.1 鋼材断面積の定義 

考　備義　定類　種号記

試験前 WD（圧延総ねじPC鋼棒）
リブ部分を除いた鋼材径によるの断面積
の規格値。

カタログ値

HD（熱処理総ねじPC鋼棒）
製造会社の提示する公称断面積。

カタログ値

WD（圧延総ねじPC鋼棒）
リブ部分を除いた母材径（dh，dvの寸法
（試験成績証の値））から算出した値。

A2=(dh+dv)2*π/4

HD（熱処理総ねじPC鋼棒）
リブ部分を除く最大、最小の実測直径か
ら算出(実測は、T0-25,T0-32各代表供試
体の値を採用した。）

A2=((D1+D2)/2)2*π/4

A3 母材一般部 試験後の一般部の節部分を除いた、最
大，最小の平均直径を用いて算出した断
面積。

A4 破断部
(リブ部分を
除く破断面
の断面積)

破断部の節部分を除いた最大、最小の平
均直径寸法を用いて算出した断面積。

普通PC鋼棒（WR，HR：ねじ加工部）　　　　　　　　　　　　　　　
試験前 A5 有効断面積

（JIS規格に
よる断面積)

ねじ加工部の有効断面積(JIS B 1082)

A5= 0.7854(d - 0.9382 P)
2

d:おねじ外径の基準寸法(mm)
P：ねじのピッチ (mm)

JIS B 1082
(ねじの有効断面積及び座面の負
荷面積)に準拠。

(呼び名M33×2の場合760.80mm2)

試験後
実測値

A6 ねじ切り加
工部の実測
換算断面

破断面の最大，最小寸法の平均値を直径
として、断面積を算出。

試験後
実測値

　
公称断面積
(製造会社が
提示してい
る断面積）

母材一般部
の実測換算
断面積

A2

A1

D1

D2
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④ 実測破断荷重(P1) 

 実測破断荷重(P1)およびそれらと規格値(P0)の比を図-3.1 に示す。 
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図-3.1(1) 実測破断荷重(P1)と破断荷重比（P1/P0) 
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(d)HD32 
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図-3.1(2) 実測破断荷重(P1)と破断荷重比（P1/P0) 
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表-3.5 軸引張時の破断荷重（熱影響無し） 

(単位：ｋN)

P0

母材一般部 ねじ加工部

WD-T0-26 635.5 635.5 - - 573 623.5 111 102

WD-T0-32 951.2 951.2 - - 869 924.6 109 103

HD-T0-25 584.9 584.9 - - 548 583.0 107 100

HD-T0-32 909.2 909.2 - - 858 898.0 106 101

WR-T0-32 (940.1) (942.4) (931.8) (946.1) 869 988.9 (974.7) 108 (96.5)

HR-T0-32 (895) (895) - - 869 910.0 (904.0) 103 (99.0)

（　）：ねじ加工部の破断

供試体2 供試体3

P3

(試験成績証破断荷重)平均値
P1av

(母材部
規格値)

供試体1

比重荷断破)重荷断破測実(　1P　

P1av/P0

×100(%)

P1av/P3

×100(%)
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図-3.2 軸引張時の破断荷重と破断荷重比（熱影響無し） 

 

 以上より、今回実験に供した PC 鋼棒はいずれも試験成績表あるいは製造者のカタログに

示される値とよい整合を示し、一般に供用される適正な品質の製品であったと考えられる。 
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(a) WD-T0-26 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000
1100

1200

1300

1400

0 1 2 3 4 5σ1       σ2        σ3       σ0

WD-T0-32

引
張

強
さ

σ
（N

/
m

m
2
)

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

0 1 2 3 4σ1/σ0     σ2/σ0     σ3/σ0

WD-T0-32

引
張

強
さ

の
比

 

(b) WD32-T0-32 
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(c) HD-T0-25 

 

図-3.3(1) 軸引張試験による引張強さ（熱影響無し） 

σ 1： 実 測 引 張 強 さ  (P1/A1) 

○ σ 2： 実 測 換 算 引 張 強 さ  (P1/A2) 

σ 3： ね じ 部 換 算 引 張 強 さ  (P1/A5) 

● σ 0： 規 格 引 張 り 強 さ  (P1/A1) 
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(d) HD-T0-32 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000
1100

1200

1300

1400

0 1 2 3 4 5σ1       σ2        σ3       σ0

WR-T0-32

引
張

強
さ

σ
（N

/
m

m
2
)

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

0 1 2 3 4σ1/σ0     σ2/σ0     σ3/σ0

WR-T0-32

引
張

強
さ

の
比

 

(e) WR-T0-32 
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(f) HR-T0-32 

 

図-3.3(2) 軸引張試験による引張強さ（熱影響無し） 

σ 1： 実 測 引 張 強 さ  (P1/A1) 

○ σ 2： 実 測 換 算 引 張 強 さ  (P1/A2) 

σ 3： ね じ 部 換 算 引 張 強 さ  (P1/A5) 

● σ 0： 規 格 引 張 り 強 さ  (P1/A1) 
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表-3.8 軸引張時の破断荷重（熱影響あり） 

(単位：ｋN)

P0

母材一般部 ねじ加工部

WD-T1-26 279.7 270.6 259.1 309.3 573 623.5 49 45

WD-T1-32 523.6 543.7 532.9 494.2 869 924.6 60 57

HD-T1-25 538.7 541.6 528.8 545.8 548 583 98 92

HD-T1-32 860.7 876.6 838.9 866.5 858 898 100 96

WR-T1-32 496.7 528.8 461.1 500.2 869 988.9 57 (50.2)

HR-T1-32 842.5 838.4 868.3 820.9 869 910 97 (92.6)

（　）：ねじ加工部の破断

供試体2 供試体3

P3

(試験成績証破断荷重)平均値
P1av

(母材部
規格値)

供試体1

比重荷断破)重荷断破測実(　1P　

P1av/P0

×100(%)

P1av/P3

×100(%)
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図-3.4 軸引張時の破断荷重と破断荷重比（熱影響あり） 
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(a) WD-T1-26 
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(b) WD-T1-32 
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(c) HD-T1-25 

 

図-3.5(1) 軸引張試験による引張強さ（熱影響あり） 

σ 1： 実 測 引 張 強 さ  (P1/A1) 

○ σ 2： 実 測 換 算 引 張 強 さ  (P1/A2) 

σ 3： ね じ 部 換 算 引 張 強 さ  (P1/A5) 

● σ 0： 規 格 引 張 り 強 さ  (P1/A1) 
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(d) HD-T1-32 
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(e) WR-T1-32 
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図-3.5(2) 軸引張試験による引張強さ（熱影響あり） 

σ 1： 実 測 引 張 強 さ  (P1/A1) 

○ σ 2： 実 測 換 算 引 張 強 さ  (P1/A2) 

σ 3： ね じ 部 換 算 引 張 強 さ  (P1/A5) 

● σ 0： 規 格 引 張 り 強 さ  (P1/A1) 
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2)破断荷重 

 健全鋼棒の曲げ引張試験では、全ての鋼棒種で試験成績表の引張荷重と同程度の破断荷重

となった(表-3.11)。供試体個々の数値でもばらつきは少ない。 

  

表-3.11 曲げ引張時の破断荷重（熱影響なし） 

(単位：ｋN)

P0

母材一般部 ねじ加工部

WD-B0-26 632.2 647.4 631.3 618 573 623.5 110 101

WD-B0-32 905.3 925.4 894.6 895.9 869 924.6 104 98

HD-B0-25 585.8 586.2 586.7 584.4 548 583 107 100

HD-B0-32 903.13 898.2 907.9 903.3 858 898 105 101

WR-B0-32 (942.0) (926.4) (964.5) (935.1) 869 988.9 (974.7) 108 (96.6)

HR-B0-32 (895.0) (891.8) (897.3) (895.9) 869 910.0 (904.0) 103 (99.0)

（　）：ねじ加工部の破断

供試体1

比重荷断破)重荷断破測実(　1P　

P1av/P0

×100(%)

P1av/P3

×100(%)
供試体2 供試体3

P3

(試験成績証破断荷重)平均値
P1av

(母材部
規格値)
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図-3.6 曲げ引張時の破断荷重と破断荷重比（熱影響なし） 
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(b) WD-B0-32 
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(c) HD-B0-25 

 

図-3.7(1) 曲げ引張試験による引張強さ（熱影響なし） 

σ 1： 実 測 引 張 強 さ  (P1/A1) 

○ σ 2： 実 測 換 算 引 張 強 さ  (P1/A2) 

σ 3： ね じ 部 換 算 引 張 強 さ  (P1/A5) 

● σ 0： 規 格 引 張 り 強 さ  (P1/A1) 
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(d) HD-B0-32 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000
1100

1200

1300

1400

0 1 2 3 4 5σ1       σ2        σ3       σ0

WR-B0-32

引
張

強
さ

σ
（N

/
m

m
2
)

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

0 1 2 3 4σ1/σ0     σ2/σ0     σ3/σ0

WR-B0-32

引
張

強
さ

の
比

 

(e) WR-B0-32 
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(f) HR-B0-32 

 

図-3.7(2) 曲げ引張試験による引張強さ（熱影響なし） 

σ 1： 実 測 引 張 強 さ  (P1/A1) 

○ σ 2： 実 測 換 算 引 張 強 さ  (P1/A2) 

σ 3： ね じ 部 換 算 引 張 強 さ  (P1/A5) 

● σ 0： 規 格 引 張 り 強 さ  (P1/A1) 
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表-3.14 曲げ引張時の破断荷重（熱影響あり） 

(単位：ｋN)

P0

母材一般部 ねじ加工部

WD-B1-26 40.5 44.6 37.7 39.1 573 623.5 7 6

WD-B1-32 67.2 64.9 58.9 77.8 869 924.6 8 7

HD-B1-25 383.7 386.6 406.8 357.6 548 583 70 66

HD-B1-32 847.8 877.1 840.3 826.0 858 898 99 94

WR-B1-32 78.1 86.1 70.4 77.8 869 988.9 9 8

HR-B1-32 802.3 789.2 815.4 - 869 910 92 88

供試体2 供試体3

P3

(試験成績表破断荷重)平均値
P1av

(母材部
規格値)

供試体1

比重荷断破)重荷断破測実(　1P　

P1av/P0

×100(%)

P1av/P3

×100(%)
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図-3.8 曲げ引張時の破断荷重と破断荷重比（熱影響あり） 
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(a) WD-B1-26 
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(b) WD-B1-32 
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(c) HD-B1-25 

 

図-3.9(1) 曲げ引張試験による引張強さ（熱影響あり） 

σ 1： 実 測 引 張 強 さ  (P1/A1) 

○ σ 2： 実 測 換 算 引 張 強 さ  (P1/A2) 

σ 3： ね じ 部 換 算 引 張 強 さ  (P1/A5) 

● σ 0： 規 格 引 張 り 強 さ  (P1/A1) 



 50

 

 

 

 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000
1100

1200

1300

1400

0 1 2 3 4 5σ1       σ2        σ3       σ0

HD-B1-32

引
張

強
さ

σ
（
N

/
m

m
2
)

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

0 1 2 3 4σ1/σ0     σ2/σ0     σ3/σ0

HD-B1-32

引
張

強
さ

の
比

 

(d) HD-B1-32 
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(e) WR-B1-32 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000
1100

1200

1300

1400

0 1 2 3 4 5σ1       σ2        σ3       σ0

HR-B1-32

引
張

強
さ

σ
（
N

/
m

m
2
)

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

0 1 2 3 4σ1/σ0     σ2/σ0     σ3/σ0

HR-B1-32

引
張

強
さ

の
比

 

(f) HR-B1-32 

 

図-3.9(2) 曲げ引張試験による引張強さ（熱影響あり） 

σ 1： 実 測 引 張 強 さ  (P1/A1) 

○ σ 2： 実 測 換 算 引 張 強 さ  (P1/A2) 

σ 3： ね じ 部 換 算 引 張 強 さ  (P1/A5) 

● σ 0： 規 格 引 張 り 強 さ  (P1/A1) 
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図-3.10 破断強度の比較 
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図-3.11 破断強度の比較(曲げ作用の影響) 
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図-3.12 破断強度の比較(曲げ作用の影響) 

（図-3.11 の縦軸スケールを拡大しもの） 
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図-3.13 破断強度の比較（熱影響時の曲げ作用の影響） 
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図-3.14 破断強度の比較（熱影響と曲げ作用の組合わせの影響） 
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